
　太
陽
光
発
電
に
蓄
電
池
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
、

環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い
、
自
立
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
（※

）
の
家
づ
く
り
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
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太陽光

災害時の電気供給の違い
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※本市の地域特性である日照時間の長さを生かしながら、身近なところでつくった電気を貯めてエネルギ
ー事情の影響に左右されずに、いつでも安定的に使用できる状態のこと。

自
立
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

コ
コ
が
す
ご
い

　

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

電
力
を
必
要
と
す
る
場
所
で
発

電
し
ま
す
。
発
電
所
か
ら
電
気

を
供
給
す
る
際
は
、
送
電
す
る

際
に
ロ
ス
が
生
じ
て
い
ま
し
た

が
、
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
産
地
消
で
き
る
た
め
、
送

電
す
る
際
の
ロ
ス
が
生
じ
ず
、

発
電
し
た
電
力
を
効
率
良
く
活

用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
発
電
時
に
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
2
）
を
発
生
し
な
い
た

め
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

　

発
電
所
か
ら
の
電
気
供
給
が

途
絶
え
て
も
、
家
庭
に
備
え
た

太
陽
光
発
電
な
ど
の
発
電
設
備

か
ら
電
気
を
供
給
で
き
る
た
め
、

災
害
時
で
も
家
庭
で
電
気
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
が
あ
り
ま
す
（
下
の
記
事
参

照
）
。

電
気
自
動
車
は

「
走
る
蓄
電
池
」

　

そ
の
中
で
も
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
電
気
自
動
車
を

蓄
電
池
と
し
て
活
用
す
る
方
法

で
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動

車
の
電
力
量
は
、
10.5
～
40
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
と
、
定
置
型
蓄

電
池
の
電
力
量
と
比
べ
て
も
引

け
を
と
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
置
型
の
蓄
電
池
と

は
違
い
、
も
ち
ろ
ん
、
普
段
は

自
動
車
と
し
て
使
用
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
し
て
い
ま
す
。

　

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

重
要
に
な
る
の
が
、
電
気
を
蓄

え
る
蓄
電
池
で
す
。
蓄
電
池
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
に
加
え
、

災
害
に
も
強
い
と
い
う
メ
リ
ッ

宇
都
宮
が
普
及
を
目
指
す

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

本
市
で
は
、
日
照
時
間
が
長

い
と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
し

「
太
陽
光
発
電
」
を
軸
と
し
た
、

環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
合
わ

せ
て
、
発
電
し
た
電
気
を
蓄
え

る
「
蓄
電
池
」
の
普
及
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
し
、
一
般

家
庭
の
低
炭
素
化
を
促
進
で
き

る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で
経

験
し
た
よ
う
な
停
電
に
も
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
「
自
立
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
普
及
を
目



▽受付開始日　５月15日（火）。

▽補助対象機器、補助金額、補助件数　下の表の通

り。

▽主な申請資格　自ら居住する住宅に機器を設置

すること、かつ市内に住民登録があり市税を滞納し

ていないことなど。

▽その他　詳しくは、市ホームページをご覧になる

か、環境政策課（市役所12階）☎（632）2408へ。

家庭向け低炭素化普及促進補助金

ご利用ください

渡邉 正悟さん（下平出町）

しょう　ご

電気自動車を蓄電池として活用

太陽光発電システム用
パワーコンディショナ

分電盤

太陽光

電化製品
給電

充電

電気自動車

給電・充電

太陽光EV連携機器

補助金利用者の声

補助対象機器 補助額 補助件数（予定）

①太陽光発電システム

②
太
陽
光
発
電
と
連
携
し
た
蓄
電
池

定置型蓄電池

蓄電池を備えた
自動車

（EV･PHEVなど）

太陽光ＥＶ
連携機器

（変換機）

１キロワットあたり
１万円

(上限8万円)

700件

③燃料電池(エネファーム)
自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

180件

190件

※②はいずれかの１つのみ申請可。

ページ番号
1005418
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特

集

①

　

家
庭
で
電
気
自
動
車
を
蓄
電

池
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に

は
、
電
気
自
動
車
と
住
宅
を
つ

な
ぐ
連
携
機
器
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
連
携
機
器
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
電
気
自
動
車
に
蓄
え

て
あ
る
電
気
を
家
庭
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

取
り
組
み
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
電

気
自
動
車
を
蓄
電
池
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
車
両
購
入
費
、

太
陽
光
EV
連
携
機
器
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
の
設
置
費
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

（
左
の
記
事
参
照
）
。

　

宇
都
宮
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を

開
始
す
る
な
ど
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
が
盛
ん
な
ま
ち
。
そ
ん

な
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
宇
都

宮
で
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
災

害
に
強
い
マ
イ
ホ
ー
ム
生
活
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
環
境
政
策
課
☎(

632)

２
４
０

８

太
陽
光
と
蓄
電
池
で

安
心
の
日
々
を

　

昨
年
末
に
、
自
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
の
設

備
を
整
え
ま
し
た
。
導
入
の
理

由
は
、
何
よ
り
自
然
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
い
う
こ
と
。

蓄
電
池
も
以
前
と
比
較
す
る
と

随
分
安
価
に
な
っ
て
き
ま
し
た

し
、
市
の
補
助
が
手
厚
い
こ
と

も
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

蓄
電
池
の
魅
力
は
、
災
害
時

の
強
さ
。
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
、
太
陽
光
だ
け
で
な
く
蓄

電
池
も
備
え
て
い
れ
ば
、
非
常

時
に
利
用
し
や
す
く
安
心
だ
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
陽
光
で
発
電
し
た

電
気
を
蓄
電
し
、
そ
の
電
気
を

使
う
こ
と
で
、
経
済
的
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
も
良
い
で
す

ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
に
配
慮

し
て
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎毎月1日は「もったいないの日」日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべて
のものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、人やものを大切にする「もったいない運動」を進め
ています。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先
月までの行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。問環境政策課☎(632)2409


